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様々な行事・活動を行った 2 学期が終わろうとしています。多くの体験を通して体力や

創造性を養う中で満足感や達成感を味わいどのお子さんも成長できたことと思います。

ご家族でも楽しみにされている冬休み、お正月はもうすぐです。大人には気ぜわしいこ

の時期もお子さん達には楽しみがいっぱいの様です。成長し、気力が充実してきたお子

さん達が年末行事やお正月など家族の一員として協力し合う喜びや役割を感じ「日本の

文化」を知る良い機会となります。親から子へ伝える「場」をたくさん作ってあげてく

ださい。又、人混みに出る機会も多くなります。バランスの良い食事や十分な睡眠に加

え手洗い、うがいなどの健康管理、生活習慣を整え元気に冬休みを過ごして下さい。 

 

☆成道会 

12 月 8 日（金）こころホールにて成道会を行いました。 

お釈迦様が「お悟り」を開かれたお話を理事長先生より 

していただき心静かにお参りしました。 

 

☆音楽発表会 

16 日（土）に行われた音楽発表会はいかがでしたか？楽器、歌唱ともに 5 月より専任

講師の指導の元取り組み、その集大成を一人一人が発表することができました。今回の

音楽発表会を通して年長・年中組はクラスの団結力が 

強くなり、年少・きりん組は更に様々な活動に自信を 

持ち取り組む事ができる様になりました。この経験が 

次の活動、進級、進級後の活動へとつなげられる様願 

っています。 

 

☆餅つき 

22 日（水）にお餅つきを行いました。「先生、いつお餅つき？」「何のお餅かなあ？」

と指折り数えて心待ちにしていたお子さん。「ご飯がお餅になるの？」「臼？杵？」と初

めて耳にし、想像もつかないお子さん。それぞれが興味、期待を持ち当日を迎えました。



理事長先生の「お餅つきの見本」を見た後、全クラスが特製の子ども用の杵でお餅をつ

き「杵って重いね～」「わぁ～だんだんお餅になって 

きた～」「よいしょよいしょ」と笑顔や歓声があふれ 

最近では、あまり行われる事のない「日本の伝統行 

事」を体験した貴重な 1 日でした。 

 

☆ほし組 

寒さが厳しくなり、大人は暖かい部屋にこもってしまいたいほどの気温となりましたが、

お子さん達は園庭に出て体を充分に動かすことを楽しんでいます。「先生、今日はお外

で遊ぶ？」「鬼ごっこがしたい！」と寒さをふきとばすほど活力溢れるお子さん達。戸

外遊びや体育指導の中で縄跳びを取り組み、前跳びだけでなく後跳び、あや跳び、交差

跳びに挑戦！年長になり縄の扱いが上達し、回数も 10 

回、20 回と増えてきました。 

次月からも寒い日が続きます。縄跳びやマラソンを通し 

て寒さに負けない体つくりを目指していきます。 

 

 

☆ぺんぎん組  

10 月に苗植え、種まきをした野菜をすくすく菜園へ観察に。「玉ねぎの名前は O.K」と

合言葉の様に繰り返しながらすくすく菜園へ向かうぺんぎん組のお子様達。「わぁ！法

れん草と小松菜は芽がたくさん出てきた」「玉ねぎは少し大きくなったね」とうねを 1

つ 1 つ手にとりじっくり観察していました。もっと大きくなる様に「大きくなーれ」の

おまじないをかけるお子様達。今後も収穫を楽しみに 

観察を続けていきます。収穫後、食育実践活動に取り 

組んでいきます。すくすく菜園観察後はビオトープで 

落ち葉やドングリ拾いを楽しみました。すくすく菜園、 

ビオトープと通して季節の移り変わりを五感で感じて 

いきます。 

 

 

 

 



☆りす組  

9 月の体育あそび月間中に、年長組のお兄さん、お姉さんが「雲梯」に取り組む様子を

見て「僕もやりたい！」「私もやりたい！と、この 3 ヵ月間毎日雲梯あそびを続けてき

ました。その結果「先生、端から端まで渡れたよ！」りす組のお友達も端から端まで渡

り切れるようになってきました。この 1年間の体育あ 

そびを通して、腕力・脚力・柔軟性そして巧緻性と体 

力面で大きな成長が見られます。3学期のマラソン大 

会に向けての挑戦！12月からはりす組に新しいお友達 

も仲間入りし、寒い日も身体を温めながら、楽しく体 

力作りをしていき 

ます。 

 

☆きりん組 

きりん組のお子さん達は 2 学期、様々な活動・行事に参加した事で 1 人 1 人に沢山の成

長が見られました。友達の輪を広げ、教師や友達と一緒に取り組む楽しさも感じながら

「知育」「体育」「造形」「音楽」に取り組み、姿勢・挨拶・返事・集中力を身につけま

した。今後も 2 歳・3 歳の大切な「脳の臨界期」の後押しし、生活習慣の確立をしてい

きます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  


